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福島へオクラを届ける！
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発送に携わった参加者の皆さん

塩とニンニクでオクラを漬け込む作業員

Ｊ
Ａ
職
員
も
応
援

「
夏
の
風
物
詩
」オ
ク
ラ
漬
け
作
業

農
産
物
で
福
島
と
交
流

生
産
者
ら
が
子
ど
も
た
ち
へ
オ
ク
ラ
贈
呈

Ａ
い
ぶ
す
き
指
宿
野
菜
部
会
と

指
宿
お
く
ら
ん
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
８
月
15
日
、
福
島
県
の
幼
稚
園
や

保
育
園
な
ど
９
ヵ
所
の
施
設
に
、
特
産

物
の
オ
ク
ラ
を
贈
り
ま
し
た
。
指
宿
野

菜
部
会
の
役
員
と
山
王
廣
子
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
代
表
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
協
力
し
、
指

宿
市
の
Ｊ
Ａ
指
宿
選
果
場
に
運
び
込
ま

れ
た
オ
ク
ラ
計
80
キ
ロ
な
ど
を
梱
包
。

子
ど
も
た
ち
に
宛
て
た
手
紙
と
一
緒
に
、

福
島
の
施
設
へ
発
送
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１
８
年
か

ら
始
ま
り
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
子
ど
も
達
へ
、
安
心

安
全
で
美
味
し
い
オ
ク
ラ
を
届
け
続
け

て
い
ま
す
。
使
う
オ
ク
ラ
は
、
市
場
が

盆
休
で
普
段
通
り
出
荷
で
き
な
い
も
の

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

山
王
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
（
写
真
前

列
一
番
左
）
は
「
東
日
本
大
震
災
後
10

年
の
節
目
に
、
福
島
へ
オ
ク
ラ
を
送
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
様
々
な
声

を
頂
い
て
い
る
の
で
、
今
後
も
意
見
交

換
を
図
り
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
た

い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

宿
市
農
産
加
工
組

合
は
８
月
13
日
、

オ
ク
ラ
漬
け
の
漬
け
込
み
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
加
工
組

合
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
25
名

が
参
加
し
、
お
盆
休
み
期
間

に
市
場
で
取
引
さ
れ
な
い
オ

ク
ラ
約
２
ト
ン
５
０
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
塩
と
ニ
ン
ニ
ク

で
漬
け
込
み
ま
し
た
。
漬
け

込
ん
だ
オ
ク
ラ
は
、
20
日
に

再
度
漬
け
込
み
作
業
を
行
い
、

11
月
下
旬
か
ら
販
売
す
る
予

定
で
す
。

　

加
工
組
合
員
の
澤
山
和
子

さ
ん
（
68
）
は
「
加
工
組
合

員
も
高
齢
化
が
進
み
、
漬
け

物
石
を
持
ち
上
げ
る
作
業
な

ど
も
苦
労
が
絶
え
な
い
。
Ｊ

Ａ
職
員
に
手
伝
っ
て
頂
き
と

て
も
助
か
っ
て
い
る
。
生
産

者
が
丁
寧
に
育
て
た
オ
ク
ラ

を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
欲
し
い
。」

と
語
り
ま
し
た
。

Ｊ

指

漬け込む前にオクラを丁寧に水洗いする様子

段ボール箱にオクラを詰める参加者
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開聞地区での米刈り

米袋から取り出した米を検査する職員

JA管内で早期米の
刈り取りスタート！

Ｊ
Ａ
管
内
で

生
産
者
の
米
を
品
質
検
査

児
島
市
喜
入
地
区
と
指
宿
市
開
聞

地
区
で
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上

旬
の
間
、
２
０
２
１
年
度
産
早
期
米
の
稲
刈

り
が
続
き
ま
し
た
。
喜
入
地
区
で
は
７
月
27

日
、
Ｊ
Ａ
機
械
銀
行
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
コ

ン
バ
イ
ン
を
使
い
、
帖
地
猛
さ
ん
（
71
歳
）

の
水
田
12
ア
ー
ル
に
実
っ
た
稲
を
刈
り
取
り

ま
し
た
。

　

帖
地
さ
ん
は
「
梅
雨
明
け
か
ら
の
天
候
が

良
く
、
良
い
稲
が
育
っ
た
。
美
味
し
い
米
だ

と
思
う
の
で
、
味
に
期
待
し
た
い
。」
と
収

穫
を
喜
び
ま
し
た
。

　

喜
入
地
区
と
開
聞
地
区
は
稲
作
農
家
が
多

く
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
早
期
米
と
普
通
期
米
の
刈

り
取
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
早
期
米
の
刈

り
取
り
は
８
月
ま
で
続
き
、
普
通
期
米
は
９

月
下
旬
か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。

Ａ
は
、
８
月
６
日
か
ら
下
旬
の
間
、

鹿
児
島
市
喜
入
地
区
と
指
宿
市
開
聞

地
区
の
Ｊ
Ａ
米
乾
燥
場
で
、
２
０
２
１
年
度

産
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
早
期
米
の
品
質
検
査
を
行

い
ま
し
た
。
６
日
に
は
、
喜
入
地
区
の
生
産

者
が
出
荷
し
た
米
約
30
ト
ン
を
生
産
者
ご
と

に
振
り
分
け
、
米
を
取
り
出
し
て
粒
揃
い
や

品
質
な
ど
を
調
べ
た
後
、
格
付
け
し
ま
し
た
。

　

西
部
経
済
課
の
中
原
営
農
指
導
員
は
「
21

年
度
産
に
お
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
品
質
を

調
べ
、
安
心
安
全
な
米
を
出
荷
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
生
産
者
と
連
携

し
、
よ
り
美
味
し
い
米
を
消
費
者
に
届
け
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

普
通
期
米
の
検
査
は
10
月
頃
か
ら
始
ま
る

予
定
で
す
。

鹿

Ｊ

喜入地区での米刈り

検査にかける米を取り出すＪＡ職員
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生
徒
と
保
護
者
が

「
食
」の
大
切
さ
を
学
ぶ

立
山
川
高
等
学
校
は
７
月
13
日
、
食
育
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
弁
当
の
日
」
の

監
督
を
務
め
た
安
武
信
吾
氏
を
招
き
、
食
育
講

演
会
を
開
き
ま
し
た
。
映
画
制
作
時
に
得
ら
れ
た

様
々
な
体
験
に
つ
い
て
語
っ
た
ほ
か
、
保
護
者
と

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
子
ど
も
が
自
ら

料
理
を
作
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
よ
り
よ
い
家
庭

環
境
の
構
築
に
お
け
る
手
料
理
の
重
要
性
を
、
参

加
し
た
生
徒
や
教
員
な
ど
へ
伝
え
ま
し
た
。

　

映
画
「
弁
当
の
日
」
は
、
香
川
県
綾
川
町
立
滝

宮
小
学
校
の
竹
下
和
男
元
校
長
が
提
唱
す
る
、「
弁

当
の
日
」
が
題
材
で
す
。
講
演
会
で
は
映
画
の
上

映
を
行
い
、
子
ど
も
が
自
ら
作
っ
た
食
事
を
通
し

て
不
登
校
児
童
の
家
庭
環
境
が
変
化
す
る
様
子
や
、

新
た
な
家
族
交
流
が
生
ま
れ
る
場
面
な
ど
が
流
れ

ま
し
た
。

県

予
冷
作
業
で
ソ
ラ
マ
メ

栽
培
準
備
進
め
る

Ａ
管
内
で
、
２
０
２
１
年
度
産
ソ
ラ
マ
メ

の
栽
培
に
向
け
た
種
子
の
予
冷
が
始
ま
り

ま
し
た
。
指
宿
市
山
川
で
は
７
月
20
日
か
ら
予
冷

作
業
が
始
ま
り
、
育
苗
箱
で
芽
出
し
作
業
を
終
え

た
生
産
者
が
次
々
と
Ｊ
Ａ
の
予
冷
庫
へ
入
庫
し
ま

し
た
。

　

中
央
経
済
課
の
有
村
調
査
役
は
「
生
産
者
の
芽

出
し
作
業
が
順
調
に
進
み
、
万
全
の
状
態
で
予
冷

に
入
っ
て
い
る
。
取
り
出
し
後
の
植
え
付
け
か
ら

栽
培
管
理
ま
で
し
っ
か
り
行
う
よ
う
、
生
産
者
に

呼
び
掛
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

種
子
は
35
日
程
度
予
冷
し
た
後
、
定
植
を
進
め

ま
す
。
出
庫
作
業
は
９
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、
順

次
植
え
付
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

Ｊ

部
会
員
が
ラ
ジ
オ
で

花
の
魅
力
Ｐ
Ｒ

児
島
県
農
協
花
き
部
会
協
議
会
は
、

７
月
26
日
か
ら
30
日
の
間
、
Ｍ
Ｂ

Ｃ
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
マ
イ

ル
」
で
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ィ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
山
川
花
き
部
会
の
濵
田
竜
典

部
会
長
を
は
じ
め
、
県
内
Ｊ
Ａ
花
き
部
会
長

５
人
が
、
花
の
特
徴
や
お
す
す
め
の
飾
り
方

な
ど
を
ラ
ジ
オ
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ウ
ィ
ー
ク
は
県
内
花
き
の
需
要

拡
大
と
市
場
価
格
の
安
定
が
目
的
で
す
。
リ

ス
ナ
ー
に
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど
、
花
へ
の
親
近
感
を

与
え
、
購
入
意
欲
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行

い
ま
し
た
。

鹿

ソラマメを予冷庫に入れるＪＡ職員

取材を受けた濵田さん（左）とリポーター

保護者とディスカッションする安武監督（右）
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訳
あ
り
商
品
市
で

購
買
品
を
格
安
販
売

Ａ
は
７
月
29
日
か
ら
31
日
の
３
日

間
、
肥
料
や
生
産
資
材
を
６
～
８

割
引
で
販
売
す
る
「
訳
あ
り
商
品
市
」
を
開

き
ま
し
た
。
あ
っ
ど
！
い
ぶ
す
き
み
の
り
館

に
専
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
肥
料
や
農
業
生

産
資
材
な
ど
、
各
地
区
購
買
店
舗
の
在
庫
品

を
販
売
し
ま
し
た
。

　

訳
あ
り
商
品
市
は
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
取

り
組
み
で
、
購
買
店
舗
の
品
揃
え
見
直
し
や
、

資
材
購
入
に
か
か
る
生
産
者
の
負
担
軽
減
が

狙
い
で
す
。
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
、
山
川
地
区

農
機
具
展
示
会
や
、
12
月
の
あ
っ
ど
！
創
業

祭
な
ど
で
「
訳
あ
り
商
品
市
」
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

Ｊ

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
第
３
回・

第
４
回
肉
牛
枝
肉
共
進
会

Ａ
は
７
月
15
日
と
８
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
食
肉

か
ご
し
ま
南
薩
工
場
で
肉
牛
枝
肉
共
進
会

を
開
き
ま
し
た
。
第
３
回
共
進
会
は
51
頭
が
出
品
さ

れ
、
第
４
回
共
進
会
は
50
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
回
の
５
等
級
出
現
率
は
76
・
５
％
、
４
等

級
以
上
率
92
・
２
％
で
、
第
４
回
で
は
５
等
級
出

現
率
73
・
５
％
、
４
等
級
以
上
率
98
・
０
％
と
、

好
成
績
を
収
め
る
共
進
会
と
な
り
ま
し
た
。
結
果

は
左
表
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

Ｊ

契
約
出
荷
に
向
け

説
明
会
開
く

Ａ
い
ぶ
す
き
山
川
さ
つ
ま
い
も
契

約
グ
ル
ー
プ
は
８
月
11
日
、
２
０

２
１
年
度
産
鹿
児
島
く
み
あ
い
食
品
契
約
サ

ツ
マ
イ
モ
（
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
、
紅
は
る
か
、

マ
ロ
ン
ゴ
ー
ル
ド
）
の
出
荷
説
明
会
を
開
き

ま
し
た
。
契
約
栽
培
を
行
う
生
産
者
と
、
く

み
あ
い
食
品
職
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
約
20
人

が
参
加
。
21
年
度
産
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産
計

画
や
出
荷
要
領
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
後
、

生
産
者
が
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
品
種
別

に
並
べ
て
、
生
育
状
況
や
出
荷
規
格
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

21
年
度
は
、
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
、
マ
ロ
ン

ゴ
ー
ル
ド
、
紅
は
る
か
の
３
品
種
で
計
３
５

０
ト
ン
の
出
荷
を
見
込
み
ま
す
。

Ｊ

サツマイモの品質を確認する参加者ら

商品を買い求める来客者

【受賞者】
1席 2席 3席 マーケットニーズ賞

第3回 東川　勝広 鐘撞　正和 東川　勝広 ㈱高田畜産

第4回 ㈱高田畜産 ㈲畠久保牧場 東川　勝広 ㈱高田畜産

【出荷成績】
枝肉重量（㎏）ロース芯面積（㎡）ばらの厚さ（㎝）皮下脂肪（㎝） 脂肪交雑

第3回 528.5 72.4 8.6 2.4 9.4

第4回 521.0 70.5 8.3 2.5 9.5

【枝肉単価】
相場 前年同期枝共比

第3回 2,532円 +312円

第4回 2,573円 +285円
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Ａ管内の7支所は8月13日、
年金振込日に合わせて「窓

口ご来店キャンペーン」を開きまし
た。喜入支所、中部支所、南部支所
はお茶ペットボトルを、山川統括、
えい中央支所、青戸支所は緑の野
菜ソムリエ缶を、開聞中央支所は
職員が詰め合わせたお菓子をそれ
ぞれ用意。支所を訪れた利用者に
配布し、日ごろの感謝の気持ちを
伝えました。
　JA管内の各支所では、組合員・
地域住民や地域社会とのつなが

り、ふれあいを目的に、偶数月に
ご来店キャンペーンを設け、支所
ごとに特色あふれる品物を手渡し
ています。

私たちの地域とSDGs
～豊かで明るく暮らせる未来づくりの取り組みを紹介します～

Ｊ

感謝の気持ち込めて来店者と触れ合う

ＪＡ女性部
JA WOMEN'S CLUB

家
の
光
大
会
開
催

ち
ゃ
ぐ
り
ん

　
　フ
ェ
ス
タ

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
７
月
15
日
、開
聞
総
合

体
育
館
で
第
27
回
家
の
光
大
会
を
開
き
ま

し
た
。家
の
光
ス
ピ
ー
チ
で
は
、喜
入
地
区
の

請
園（
う
け
ぞ
の
）廣
子
さ
ん
と
指
宿
地
区

の
澤
山
和
子
さ
ん
、え
い
地
区
の
馬
場
律
子

さ
ん
が
、日
頃
感
謝
し
て
い
る
人
へ
の
思
い
を

発
表
。家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
で
は
、

山
川
地
区
の
松
村
お
か
る
さ
ん
が「
母
親
は

家
庭
の
太
陽
・
家
の
光
は
人
生
の
道
し
る

べ
」と
題
し
、家
の
光
と
の
出
会
い
や
暮
ら
し

の
中
で
取
り
入
れ
た
事
例
、購
読
し
て
良

か
っ
た
体
験
談
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
、部
員
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
題
材

に
し
た
読
み
聞
か
せ
や
、（
公
団
）か
ご
し
ま

環
境
未
来
材
財
団
の
塩
川
哲
郎
理
事
兼
課

長
が「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
　
み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
に

な
る
た
め
に
」と
題
し
た
講
演
を
行
う
な

ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
勉
強
を
参
加
者
全

員
で
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
２
日
、喜
入
地
区
で
ち
ゃ
ぐ
り

ん
フ
ェ
ス
タ
を
開
き
ま
し
た
。同
地
区
か

ら
参
加
し
た
児
童
と
保
護
者
約
25
人

は
、は
し
袋
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
空
気
砲

を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

キ
ャ
ノ
ー
ラ

　ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
�0
歳
代
ま
で
の
子
育
て
世
代
が
活
動

す
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
、ハ
ン
ギ
ン
グ
バ

ス
ケ
ッ
ト（
吊
り
下
げ
や
壁
掛
け
が
で
き

る
花
鉢
）製
作
教
室
と
、虫
除
け
ス
プ

レ
ー
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
参
加
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

り
、皆
で
楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。
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４
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フ
ェ
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タ
を
開
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ま
し
た
。同
地
区
の
児

童
12
人
と
保
護
者
、地
域
住
民
の
方
が

参
加
し
、家
の
光
図
書「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」

に
掲
載
さ
れ
た
虫
除
け
ス
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ー
と

ロ
ー
リ
ン
グ
ペ
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パ
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、
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で
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野
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ク
イ
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。

開
聞
地
区

　
７
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26
日
、今
和
泉
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区
公
民
館
で

指
宿
地
区
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
を
開

き
ま
し
た
。今
和
泉
小
学
校
の
４
〜
６

年
生
11
人
が
参
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し
、マ
ス
ク
ケ
ー
ス
と

マ
ス
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作
り
を
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ま
し
た
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池田湖
鰻池

えい地区

喜入地区

指宿地区

山川地区

開聞地区

❺

❶

❾
❷
❸
❹

❻❼
❽

JAのATMをご利用下さい
JA発行のキャッシュカードを下記JAのATMでご利用の際、入出金手数料はすべて無料になります。
その他の機能についても、窓口手続きよりお安い手数料でご利用いただけます。

❶喜入支所

❷あっど！　　　　いぶすきみのり館

❸指宿市役所本庁舎

❹南部支所

❺池田ATM

❻指宿市役所山 川 庁 舎

❼本所 山川統括

❽Aコープ開聞店

❾えい中央支所

8：30～18：00

9：00～18：00

9：45～16：30

8：30～18：00

9：00～17：00

9：00～16：30

8：30～18：00

8：30～18：00

8：30～18：00

年中無休

あっど！館の営業時間により
利用時間に変更があります

平日のみで土日祝日休み

平日のみで土日祝日休み

平日のみで土日祝日休み

平日のみで土日祝日休み

年中無休

年中無休

年中無休

住所／お問い合わせ先設置場所 稼動時間／土日祝日の状況

☎099-345-0036

☎0993-25-4211（中部支所）

☎0993-35-3595(金融課)

☎0993-22-3636

☎0993-25-4211（中部支所）

☎0993-35-3412（山川統括）

☎0993-35-3412

☎0993-32-3131（開聞中央支所）

☎0993-36-1131

鹿児島市喜入町7096

指宿市西方2926-1

指宿市十町2424

指宿市十二町529-1

指宿市池田3882

指宿市山川新生町84

指宿市山川成川3830

指宿市開聞十町117-1

南九州市頴娃町牧之内1806

JAバンクキャッシュカードご利用の皆様へ

JAのATM以外①セブン銀行ATM②ローソンATM利用については
令和3年10月1日よりJAバンク優遇プログラムの導入を致します。

「JAバンク優遇プログラム」は、いぶすき農業協同組合所定の基準によりお客様の取引内容を得点に換算し、合計得点に
応じて3段階（ステージ）を設定することで、ステージに応じて金利・手数料・各種サービス等の優遇を提供するサービスです。

（1）ステージの適用サイクル

（2）得点配分・・・点数化

（3）各取引の得点、各ステージに必要な得点数は
　 次の通りとします。

（4）優遇内容については次の通りとします。

月末時点の取引等から顧客毎に得点を計算し、その合計をもとに3ステージに区分し、翌月25日から
翌々月24日までの1ヶ月間、顧客毎にステージを適用します。

ただし、その他の優遇内容の詳細については店頭等でお知らせします。
・ステージに応じた優遇（優遇回数=月中の上限回数）

ATM手数料無料
個人IB振込手数料無料

1回
1回

3回
3回

5回
5回

優　　　遇 ステージ1 ステージ2 ステージ3優　　遇 ステージ1 ステージ2 ステージ3
必要な得点 0点以上 50点以上 150点以上

項目名 配　点 条　件 期間等
給与振込
年金振込
公共料金支払
JAカード支払
共済掛金支払
組合員資格
各種ローン
貯金残高

100
100
10～50
10

10～30
20

20・100
5～250

入金1件以上、5万円以上
入金1件以上
1種類ごと最大5種類
1件以上のカード決済
1種類ごと最大3種類
正・准組合員
500万円未満・500万円以上
10万ごとに5点

1ヶ月間
最大1年
最大1年
3ヶ月間
1ヶ月間
月末
月末
月末

設置MAP
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お問い
合わせは

本所・管理部：0993-35-3411　　喜入支所：099-345-1211　　中 部 支 所：0993-25-4211 
南 部 支 所：0993-22-3636　　山川統括：0993-35-3412　　開聞中央支所：0993-32-3131 
えい中央支所：0993-36-1131　　青戸支所：0993-39-0111  

組合員って何？Q.Q.
A.A. JAが行う事業活動に賛同してみずから出資し、利用・運営するメンバーのことです。農業を営んでいない方でも組合員になることができます。

加入については、お近くのJA支所窓口へご相談ください。

JAが行う事業活動に賛同してみずから出資し、利用・運営するメンバー
のことです。農業を営んでいない方でも組合員になることができます。
加入については、お近くのJA支所窓口へご相談ください。

　10アール以上の畑で農産物を生産している方、もしくは年間
90日以上農業に従事されている方、または農業を営む法人で、
その農地またはお住まいがJAいぶすき管内にある方が対象です。
（但し、法人の場合は一定の条件を満たす必要があります。）

正組合員
　JAいぶすき管内にお住まいの方で、当JAの各
事業を継続してご利用いただける方が対象です。
（地区外にお住まいの方でも、一定条件を満たす
ことでご加入いただけます。）

准組合員

※組合員資格の詳細については、最寄りのJA窓口へお問い合わせください。

JA 組合員の加入メリット！JA組合員の加入メリット！
１．JAの事業利用でJADDOカードの付与ポイントが２倍に！（一部を除く）
２．JAの人間ドックを受診すれば5,000円（税込）の補助金がつく！
３．JA葬祭を利用する際、最大25%まで割引適用！
　　※適用には一定の条件がございます。

（但し、譲渡による組合員加入・増資と出資予約貯金からの振替は対象外となります）

例えば、出資金額20万円の組合員加入または増資で・・・

加入の場合　10P/1,000 円
 ⇒　50P/1,000 円

増資の場合　 0P/1,000 円
  ⇒　50P/1,000 円

●キャンペーン加算基準

期間中、ＪＡいぶすきの組合員に新規加入すると、ＪＡのポイントカード
「ＪＡＤＤＯカード」の加入ポイントが割り増し！
さらに、組合員に加入済みの方でも増資でポイントが貰える！

オススメ農機紹介！
今回紹介するのは、向井工業の播種機！

指宿市山川小川 577
農機具センター 0993-23-1016☎

受付時間　8：30～17：00

農機具セン
ターから

一級農業機械整備技能士
浦郷　良治

今回は「手押しタイプ播種機“ごんべえ”」の紹介です。
この機種のシリーズは押すだけで土に溝をつけ、その
溝に種子を播き、土をかぶせ鎮圧する優れ者です。
“ごんべえ”を使用すると種まきの一連の工程が一度に
完了します。
さらに、別売りのベルトとカセットを交換することで小粒
種子から大粒種子まであらゆる大きさの種子を1台で
播種でき重量も軽く扱いやすい機種になっています。
9月に入り残暑が続きますが熱中症予防を行い農作業
事故防止に努めましょう。

JA MAGAZINE NANOHANA

9



　９月になり、夏もあっという間に終わりが近づきました。
今年は台風より集中豪雨の方が恐ろしさを感じる気候で、
地球環境が変化しているなと感じました。
　災害に対し常日頃から備える心構えを、忘れないように
したいものです。

　ＪＡいぶすき指宿野菜部会と指宿おくらんかプロジェク
トが、オクラを箱詰めする様子です。オクラと一緒に送った
手紙には、指宿野菜部会員の写真も載せられていました。
　手紙を見た子ども達が生産者を知り、農家と農業に興
味を持つ機会になれば良いなと思います。

表紙
の
写真

お
く
や
み（
敬
称
略
）

（
令
和
３
年
７
月
１
日
〜
７
月
31
日
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）。

お
問
い
合
せ
は・・・

ル
ミ
エ
ー
ル
喜
入
斎
場（
0
9
9
）3
4
3‒

5
0
7
7

ル
ミ
エ
ー
ル
指
宿
斎
場（
0
9
9
3
）2
4‒

5
3
3
2

ル
ミ
エ
ー
ル
山
川
斎
場（
0
9
9
3
）3
4‒

0
2
4
4

ル
ミ
エ
ー
ル
開
聞
斎
場（
0
9
9
3
）3
2‒

4
2
2
2

ル
ミ
エ
ー
ル
え
い
斎
場（
0
9
9
3
）3
6‒

1
2
3
4

IBUSUKI TOPIC

西
牟
田

　多
美
子

一
．連
休
の
ソ
ー
メ
ン
流
し
は
人
多
く

賑
わ
う
夕
べ
コ
ロ
ナ
よ
ぎ
り
ぬ

荻
原

　和
代

二
．青
空
に
真
っ
赤
な
梅
を
わ
れ
の
手
で

子
ら
思
い
つ
つ
一
個
ず
つ
干
す

日
髙

　禎
子

三
．ひ
ま
わ
り
の
黄
色
に
煮
え
る
大
夕
焼
け

炎
の
ま
ま
に
明
日
へ
入
り
ゆ
く

柚
木
崎

　イ
ツ
子

四
．遮
光
ネ
ッ
ト
張
り
て
ハ
ウ
ス
の
カ
ポ
ッ
ク
に

支
柱
を
縛
る
猛
暑
日
続
く

　吉
田

　知
佐
子

五
．亡
き
父
母
が
あ
う
ん
の
呼
吸
で
捌
き
焼
く

う
な
丼
恋
し
土
用
丑
の
日

吉
永

　多
美
子

六
．カ
ル
デ
ラ
の
青
き
湖
水
に
生
か
さ
れ
て

水
脈
う
る
お
う
今
朝
の
一
杯

片
野
田

　健
一

七
．勝
敗
の
後
に
た
た
え
合
う
ア
ス
リ
ー
ト
ら

掴
み
し
メ
ダ
ル
と
涙
が
光
る

片
野
田

　道
子

八
．感
染
者
の
恐
さ
を
聞
く
も
増
え
て
ゆ
く

又
も
変
異
の
株
を
お
そ
る
る

片
平

　伸
次

九
．体
操
の
王
者
内
村
の
失
敗
に

あ
と
継
ぐ
若
手
出
で
て
た
の
も
し川

口

　節
子

十
．虹
か
か
る
夕
べ
の
耳
に
響
き
来
て

弾
む
園
児
ら
の
祭
り
の
太
鼓

竹
下

　玲
子

十
一
．コ
ー
ラ
ス
に
マ
ス
ク
で
歌
う
八
月
の

祈
り
も
込
め
て「
長
崎
の
鐘
」

い
ぶ
す
き
短
歌
会

令和３年8月歌会詠草

令
和
３
年
７
月
30
日
、第
７
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

感
動
の
人
柄
葬
を
真
心
こ
め
て

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●
協
議
内
容

•
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
優
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
並
び
に
規
定
の

制
定
に
つ
い
て

•
鹿
児
島
信
連
か
ら
の
経
済
事
業
借
入
金
の
繰
上
償
還
に

つ
い
て

•
令
和
２
年
度
末
実
績
に
お
け
る
減
損
兆
候
結
果
に
つ
い
て

•
遊
休
資
産
の
売
却
に
向
け
た
広
告
に
つ
い
て

•
理
事
会
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

•
常
勤
理
事
会
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

•
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

●
報
告
事
項

○
令
和
３
年
度
上
半
期（
８
月
末
）預
託
家
畜
棚
卸
監
査
の

実
施
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
上
半
期
現
金
・
現
物
棚
卸
監
査
の
実
施
に

つ
い
て

○
令
和
３
年
度
上
半
期
購
買
・
販
売
部
門
に
お
け
る
棚
卸

監
査・棚
卸
実
施
に
つ
い
て

○
Ｃ
Ｃ
Ｓ
定
期
確
認
お
よ
び
定
期
確
認
結
果
の
一
次
認
定

結
果
報
告
に
つ
い
て

他

﹇
喜
入
﹈ 

追
　
立
　
實
　
弘
（
89
）

　
　
　 

古
　
殿
　
篤
　
志
（
47
）

﹇
山
川
﹈ 

木
　
下
　
イ
ツ
子
（
79
）

﹇
開
聞
﹈ 

七
　
夕
　
利
　
光
（
90
）

　
　
　 

川
　
畑
　
サ
チ
エ
（
97
）
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特集
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月号

編
集
発
行
：
い
ぶ
す
き
農
業
協
同
組
合
 ｜
 〒
891-0516 指

宿
市
山
川
成
川
3830　

TEL 0993-35-3411　
http://ja-ibusuki.or.jp

2
6
9

ྩ
和
3
9݄
߸

HPは
こちら
から!

JAいぶすきJAいぶすき

オ
ク
ラ
ス
タ
ー
を

よ
ろ
し
く
!

生産者とボランティア団体が
福島へオクラを届ける！

農産物で福島と交流－02
「夏の風物詩」オクラ漬け作業－02

JA管内で早期米刈り取りスタート－03
JA管内で生産者の米を品質検査－03

喜 入 支 所
中 部 支 所
南 部 支 所
山川統括（本所）

　(099)-345-1211
　(0993)-25-4211
　(0993)-22-3636
　(0993)-35-3412

開聞中央支所
えい中央支所
青 戸 支 所

　(0993)-32-3131
　(0993)-36-1131
　(0993)-39-0111

JA共済の建物更生共済「むてきプラス」は、火災はもちろん、
台風や『地震』などの自然災害まで、手厚い保障で安心。
台風シーズン前の、この機会にご検討を!
詳しくは、お近くのJAいぶすき支所窓口へ

はいってますか?はいってますか?
東日本大震災から10年・・・

この時代、いつ、どこで、大きな地震が起こるかわかりません。

今こそしっかりとした地震の備えを!!

21460500106


